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■想いは「桃李舎」
　桝田洋子さんの実家は，大阪市で三代続いた鳶の
桝田組。頭（親方）の父親は鍛えた職人たちと，鉄
骨の建方をし，丸太で一流の足場を組んだ。夜空に
サーチライトに照らされた鉄骨は美しかった。今でも
鉄骨造のフォルムが好きだという桝田さんの原点です。
　デザインを学びに入学した京都工芸繊維大学だっ
たが，授業で構造計画に出会い「すっと地に足が着
いたような感覚」になった。構造設計がまだまだ添
え物的な分野，しかも女性では目指す人も稀なころ。
「何故，構造家を目指したのですか？」と編集長は
気になったが，「美しい構造体をつくりたいという
一心」からなのでした。
　就職先は「事務所がある建物が気に入って，こん
なところで働きたい！」と川崎建築構造研究所に決め
た。イケフェス大阪の会場になっているビンテージの
建物で，所長の川崎福則さんから構造計画の真髄を
学びます。4年が経ち，建築の背景にある都市計画に
興味が湧き，許しを得て退所する。募集していた日
建設計でコンセプトワークのチームに入り，念願の構
造以外の仕事を1年経験。が，
自分の建築での立ち位置はもっ
と身近なところにしたいと，桝
田組が置き場にしていた建物で
構造事務所を開設したのでした。
　アジアハウスという留学生の
寮の設計で建築主たちの熱い想
いに触れる機会が，構造設計を
自分の専門として確立させたい
と強く思わせてくれた。独立後，
大学院にも通い，何のために建
築をつくるかと自分に問いかけ
ながら勉強し続けた。

　30年，ご近所に「洋子ちゃんは遅くまで電気つけ
てはる」といわれながら，桝田さんは構造と向き合い，
がむしゃらにやってきた。女性技術者だけの組織を
目指したのではなかったが，子育てをしながら働け
る環境に女性エンジニアが集まり成長してきた。今，
スタッフが「自分たちの会社」として自主的に働く
組織になったのは，社名の「桃李舎」の故事のごとく，
おいしい実をつけたから。社会貢献したいという桝
田さんのベースにある想いが叶ったのです。
　2015年に「行橋の住宅」で日本構造デザイン賞を
受賞する。東京での授賞式には父を連れていき，受
賞者としての講演を聞かせることができた。建築へと
導いてくれた恩を少し返せたかもしれない。
　建築家との協働，伝統的な木造建築の耐震改修，
技術開発の三つの柱で「桃李舎」は頑張っている。
■一人からできる発信とまちづくり
　構造家懇談会に川崎さんが参加していたので，
JSCAに入会し，独立系のエンジニアとの交流を拡
げるきっかけもできた。最初は古い木造建築の改修
方法を探っていたのが，設計法をつくる立場にもな
る。積極的に交流の場をつくることができるのも，
建築の目的を社会貢献と考える桝田さんだから。
　桝田洋子さんのパートナーは都市計画の専門家の
青木仁さん。数ある著書の中の『日本型まちづくり
への転換』（学芸出版社）を読んだのが交際のキッ
カケになったとか。シニア婚の披露宴は，桃李舎の
1階のモータープールに手づくりされた会場で行わ
れた。鬼籍に入られた新谷眞人さんをはじめ，錚々

たる構造家も列席されたとい
う，贅沢な思い出に残る会と
なったのでした。
　自宅の1階には無垢板の長い
テーブルを設置した“トーチカ”
をつくっている。建築に限ら
ず，例えばミニシアターの主宰
者など，桝田さんの琴線に触れ
た人を講師に招いて講演会を
してもらう。人と人の触れ合い
を演出し，豊かな発信をし続け
る構造家・桝田洋子さん。秘め
たる情熱は枯れないのです。
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この原稿を書いている2022年7月現在，建築資
材の高騰は止まることがない。近年の外国からの輸
入木材不足による「ウッドショック」に端を発した
と思われるこの資材高騰，さらにウクライナ戦争も
追い討ちをかけている。針葉樹系の木材の流通量は
激減し，燃料費も高騰が続いている。これだけの短
期間に資材も人件費も上昇すると，正直，今までの
常識的な感覚のままでは建物が立たないという状況
にまで至っている。
民間のプロジェクトにおいて，クライアントから
の要請に基づいてプロジェクトの全体を俯瞰し，建
物規模とバックデータから総事業費を試算して，図
面を描いて見積りを要請しても，着工にたどり着く
前に前提となる建築費がまったく合わなくなってい
る。これは公共建築も同様で，例えば2か月前に無
事落札された案件でさえ，未だ仮設工事も始まらず，
現場事務所が設営中であるのに，施工者より資材高
騰による施工費の増額要請が始まる始末である。
公共工事の施工請負契約の約款には物価上昇に伴
う「スライド条項」などがあるにはあるものの，これ
も今の資材高騰の中では焼石に水で，まったく上昇
幅に追いつかない。筆者の監理中案件では，請け負
った施工者は例外なく発注者に泣きついて施工費の
増額を願い出ているが，そもそも，地方自治体にとっ
ては建築物を発注するというだけで一大事業であり，
予算の少ない地方自治体では当然のごとく門前払い
せざるを得ない。必然，足らない資材費を設計変更
にて調整してほしいと要請するも，民間案件ならば多
少の融通が効くが，公共工事ではほとんどの案件は
図面と仕様は議会承認されて契約されており，おい
それと設計内容を変更できるものではない。施工者
にとっては予算増額もなく，変更もままならない，ま
さに八方塞がりの状況が続いているといえよう。

⦿公共建築における木質化の課題

この価格高騰は，資源の少ない日本で，そのよう
な国なりの資材調達に留意して来なかった建設産業
が抱える構造的な問題が顕在化した結果，ともいえ
る。そして公共工事という視点に絞り，少々大きく
視野を拡げてみると，日本の建設工事発注の形態，
もっといえば行政側の発注方法が何十年もアップデ
ートされていないことにも理由があるのではないか。
例えば，縦割りだった各省庁が横断的につながって
推進している建物の木質化であるが，構造材がコンク
リートや鉄骨造と同じく，基本的にはすべて請負側が
調達のうえ施工している。ストックしてある材料を調
合して打設すれば成立するコンクリート造とは違って，
ご存じのとおり木材は山から切り出して材を乾燥させ
製材して，やっと建材として流通となる。ここまでに
半年から約1年かかるとなれば，年度の予算に縛ら
れ，工期が厳密に決められた公共工事において，特に
大規模の木造建築に対し，施工者はおいそれとは手が
出ない。実際に筆者が携わった茨城県大子町新庁舎
でも，木材の調達には設計段階から相当の苦労があっ
た。発注側の町も自分たちで木材を買って調達してお
くことが叶わない制度下では，流通の川上となる材木
組合の矜持と覚悟に頼るしかないという極めて不安定
な工程計画となる。多くのケースで請負契約後の社会
情勢の変化に対応できず，価格上昇に何の手も打て
ず，個々の案件の努力に頼るという状況なのである。
この国の発注方式も，移りゆく世界の状況を機敏
に反映することが可能な形式に，そろそろアップデ
ートされねばならないのではないかと思う。資材を
自給できない国が生き残っていくには，自分たちの
置かれた状況を正確に把握して，次世代型の発注方
式，調達方式を探っていく時期にさしかかっている
と考えるのだ。� （えんどう　かつひこ）
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発注方式のアップデート

茨城県大子町新庁舎　内観（2022年7月現在）


